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i テレビ愛知『乃木坂って、どこ？』Episode #001 
ii 円陣とは、士気を高めるため、メンバーが輪状に並んでいる様子である。 











































                                                          
v テレビ愛知 (2011~2015) https://tv-aichi.co.jp/nogizaka46/?PHPSESSID=1c5da47384c39af240d7cfd766cae640  
vi Wikipedia 乃木坂46の出演一覧 https://ja.wikipedia.org/wiki/乃木坂46の出演一覧  
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出し、伸ばさなければならない。さもなければ、番組の題材がいつか尽きてしま
う。 
4.3 即興の演出による複雑性 
「コンセプトがないのをコンセプト」はもちろんのこと、台本があっても、番
組の作りパターンがあっても、主に番組で実際に輝くところは出演者の即興演
出にあると思われる。即興演出が予測できてしまうと面白みがなくなる一方で、
予測が付かなければ制作に支障がでてしまう。それが番組制作の一番難しい所
であると思われる。 
即興性による問題を具体的にカメラマンの視点から見てみよう。現場のカメ
ラで撮れるシーンは限られているので、カメラマンは出演者の行動を予測しな
ければならない。スタジオで行った生の演出が観衆に届くまでの情報の流れを
考えてみると、カメラマンは第一回目のフィルターである。そのあとカットな
どの制作過程と異なり、カメラマンが撮り逃すと取り戻すことはできない。 
5. まとめ 
今回の試論は観衆の立場から脱出し、主に「『乃木坂って、どこ？』は乃木坂
46メンバーの人生の氷山の一角として、どうのように彼女たちのイメージを観
衆によく伝えてきたのか」について分析した。そして分析の途中で気づいた番
組の奥深さについても論じた。テレビ番組はエンターテインメントでありなが
らも、学術の目線からみることも可能であることが、みなさんに少しでも伝え
たら幸いである。 
 
 「デザイン学」への問い 
+ 即興性の演出について本当に分析できないのか。即興性のデザインには本当に
パターンがないのか。 
+ 生活から切り離れるではなく、デザインの複雑性を直面する分析は、どんなあ
り方でしょうか。 
